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Ⅰ．調 査 要 領 
 

 
１．調査時点及び調査対象期間 

 

(1)調査時点    2019（令和元）年 10月 1日 

(2)調査対象期間 2019年 7月～9月期の実績および 2019年 10月～12月期の見通しについ

て調査した。 

 

 

２．調査対象 

 

 当所会員企業を対象に、商業＋食品業部会、水産業部会、機械工業部会、建設業部会、観

光・サービス・諸業部会より各 30社、計 150社を抽出し郵送により調査した。 

 

 

３．回収状況 

    

 対象企業数 回答企業数 回 答 率 

商業＋食品業部会 30社 16社 53.3％ 

水産業部会 30社 16社 53.3％ 

機械工業部会 30社 14社 46.7％ 

建設業部会 30社 17社 56.7％ 

観光・サービス業＋諸業部会 30社 16社 53.3％ 

合   計 150社 79件 52.7％ 

 

 

  注）本調査結果の中で、「Ｄ・Ｉ」値とある記号は、ディフュージョン・インデックス（景気動向

指数）の略で、各調査項目についての増加（好転・上昇）企業割合から減少（悪化・低下）
企業割合を差し引いた値（景気動向指数）を示す。 
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Ⅱ．概 況 
 

－今期の業況はやや悪化。次期は僅かに回復の見通し－ 

 

１．全体の動き(業況) 
 

四半期毎に実施している中小企業景況調査の今期（2019（令和元）年 7 月～9 月）の全業種

平均 DI 値（「好転」と答えた企業と「悪化」と答えた企業の割合の差）は、前年同期比▲13.8

と前年同期▲14.6 から僅かに回復したものの、前回調査時（2019年 4～6月第 1四半期）の▲

4.9からは 8.9ポイント悪化しました。前回の次期見通し（2019年 7～9月）では▲5.0と、北

海道胆振東部地震により北海道全域を襲ったブラックアウトの影響で落ち込んだ昨年よりも業

況が回復する見込みとなっていましたが、消費税率の引き上げを前に資材や原材料の値上げ、

少子高齢化による需要の停滞も深刻化し、商業・食品業、観光サービス業・諸業が前年同期と

比較すると僅かに回復しつつも依然として大きな悪化の値を示し、全業種で大幅な好転には至

りませんでした。 

業況判断 DIを前年同期と比べてみると、商業食品業［前年 DI値▲47.1→今期▲37.5］、水産

業［前年 DI 値▲15.8→今期▲18.8］、機械工業［前年 DI 値 0.0→今期▲21.4］、建設業［前年

DI値▲7.1→今期 0.0］、観光サービス業・諸業［前年 DI値▲33.2→今期▲31.4］と機械工業が

大きな悪化を示したものの、他の業種については、それぞれ僅かな動きとなりました。経営上

の問題点は、「仕入単価の上昇」、「従業員の確保難」、「需要の停滞」を訴える声が多くなってお

ります。 

来期（2019（令和元）年 10 月～12 月）については、今期と比べて業況判断 DI は、▲12.6

とわずかに回復するとの見通しが寄せられています。今期大きな悪化の値を示していた商業・

食品業、観光サービス業・諸業が今期よりも大幅に回復する見通しから業況押し上る予測とな

っております。 
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■部会別の動向    

 

【商業・食品業部会】〔業況判断 DI値（前年同期比）▲37.5（前年 DI値▲47.1、来期見通し▲18.8）〕 

 業況 DI値（前年同期比）は、前年同期より 9.6ポイント回復となりましたが、前回調査時（▲

20.0）と比較すると 17.5 ポイントの悪化となりました。10 月 1 日に迫った消費税率の引き上

げと軽減税率の導入、キャッシュレスによる消費者還元等、各制度への対応に準備を進める中、

春から仕入が徐々に値上げとなり、販売価格の値上げに踏み切るという声も寄せられています。

禁煙増加している宅配やインターネット等通販の利用による個店需要の停滞を訴えるもありま

すが、ブラックアウトの影響によって大きく悪化した前年同期よりもわずかに好転を示しまし

た。来期は、今期より 26.7ポイントの大幅な回復が見込まれています。経営上の問題点として

は「需要の停滞」「宅配・インターネット等通販利用増加」を訴える声が多く寄せられています。 

 

《業界の問題点等》 

・お盆期間の長期化による帰省客の減少によって、販売低迷。（小売業） 

・人手不足、過剰なサービス（小売業） 

・たくさんありすぎ。（小売業） 

 
 

【水産業部会】〔業況判断 DI値（前年同期比）18.8（前年 DI値 15.8、来期見通し 0.0）〕 

業況判断 DI値（前年同期比）は、3ポイント好転となりました。主力であるホタテの水揚げ

量が順調に推移し、各加工場が最盛期となっていることに加え、ブラックアウトにより冷蔵・

冷凍保管している原料や製品の庫内温度の上昇による品質低下等で大きな損害もあった昨年と

比較しても順調に推移したものと考えられます。しかしながら、カニ漁は前年比で半減してい
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るとの報道もあり、海水温の上昇等よる影響等で漁獲量が増減し、価格変動への対応にも苦慮

しているとの声も寄せられています。来期については、ホッケやカレイなどの水揚げが増える

ものの、帆立やサケ・マスが終漁となることから、業況は 0.0 と今期よりも落ち込むものの、

大きな悪化にはならない見通しです。経営上の問題点としては、「従業員の確保難」「原材料価

格の上昇」を訴える声が多くなっています。 

 

《業界の問題点等》 

・慢性的な人員不足。原料漁獲状況による原材料価格の変動。競合する海外他社との製品価格差。

（水産加工業） 

 
 

【機械・工業部会】〔業況判断 DI値（前年同期比）▲21.4（前年 DI値 0.0、来期見通し▲21.4）〕 

 業況判断 DI 値（前年同期比）は、21.4 ポイント悪化となりました。取引業者の廃業やメン

テナンス作業の減少、ペーパーレス化や資材等のリサイクルによる受注減少などもありますが、

人員不足により輸送や作業がスムーズに行えないといった声も寄せられています。来期は今期

と同ポイントになる見通しとなっています。経営上の問題点として、「仕入単価の上昇」「従業

員の確保難」を訴える声が多く寄せられています。 

 

《業界の問題点等》 

・特にありませんが、人の確保は相変わらず難しいです。（資材製造販売） 

・官民需要の停滞が続く中、消費税アップで諸経費等仕入単価の上昇で自立本願の営業が不安要

素です。（室内装飾） 

・国有林からの丸太協定価格上昇。工場、事務所ともども人員不足。輸送業界も人員不足で山か

らの丸太トラック搬出がスムーズに行えない。（木材加工業） 

・乳製品の自由化（ＴＰＰ）で売り上げ、利益減が心配。（機械販売） 
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【建設業部会】〔業況判断 DI値（前年同期比）0.0（前年 DI値▲7.1、来期見通し▲5.9）〕 

  業況判断 DI値（前年同期比）は、7.1ポイントの好転となりました。昨年の北海道胆振東部

地震によって発生したブラックアウトの影響を受け、大きく売り上げが落ちた事業者が、今期

回復している様子がうかがえます。また、昨年の停電の影響を受け、自家発電の設備導入する

酪農家が増加しており、電気工事や設備業において業況が好転しています。来期は再び 5.9 ポ

イント悪化する見通しとなっています。経営上の問題点としては、「従業員の確保難」「材料単

価の上昇」を訴える声が多く寄せられています。 

 

《業界の問題点等》 

・人材不足（建築資材販売） 

・下請企業の確保が難しく、工事が思うように進まない。特に誘導員。（土木工事業） 

・従業員不足が第一（設備業） 

 
 

【観光サービス業・諸業部会】〔業況判断 DI値（前年同期比）▲31.4（前年 DI値▲33.2 

来期見通し▲18.8）〕 

 業況判断 DI値（前年同期比）は、1.8ポイントわずかに好転となりました。夏の観光、スポ

ーツ合宿誘致で、ホテルは一時、平日でも満室になるなど順調に推移した他、キャンピングカ

ーによる旅行者が多く、コインランドリーや入浴施設の利用者が増加したものと思われます。

一方で、理美容業や飲食業では高齢化の影響により利用者が減少しているだけに留まらず、従

業員の高齢化による働き手の減少もまた深刻な問題となっています。次期は 12.6ポイント回復

する見通しとなっており、年末を控え、昨年は自粛される事も多かった忘年会等の利用客の増

加にも期待が込められています。経営上の問題点としては、「従業員の確保難」「人件費の増加」

を訴える声が多く寄せられています。 
 

《業界の問題点等》 

・冬期間の光熱費の増加が不安です。（飲食業） 

・増税、災害に左右される。（飲食業） 

・高齢化で業界全体が縮小していく。若い人の受入先がどんどん少なくなってきている。ます

ます選ばれない業界になってしまう。（理美容業） 

・従業員の高齢化（旅客運送業） 

・高齢化に伴う代理店の統廃合が進む中、どう生き残っていくかが課題。（保険業） 

0
1

4

8

1

5

3
2

0 0 0

10

4
5 5 5

0 0

大
企
業
の
進
出
に
よ
る
競
争

の
激
化

新
規
参
入
業
者
の
増
加

施
設
設
備
の
不
足
・
老
朽
化

材
料
単
価
の
上
昇

材
料
の
入
手
難

人
件
費
の
増
加

材
料
費
・
人
件
費
以
外
の
経

費
の
増
加

請
負
単
価
の
低
下
・
上
昇
難

金
利
負
担
の
増
加

取
引
条
件
の
悪
化

事
業
資
金
の
借
入
難

従
業
員
の
確
保
難

熟
練
技
術
者
の
確
保
難

下
請
業
者
の
確
保
難

官
公
需
の
停
滞

民
間
需
要
の
停
滞

取
引
業
者
の
廃
業
・
倒
産
・

閉
鎖

そ
の
他

経営上の問題点（建設業部会）



 - 6 - 

 
 

 

 

 

２．今期の動向 
 

(1)今期の売上高・生産高 
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【前年同期比】（2018（H30）年 7月～9月期の水準と比較した今期の売上高） 

  
 

全業種平均で DI値▲17.7〔前年調査時（平成 30年 7～9月期▲19.5）より 1.8ポイント好転〕 

  

［部会別 DI値］    商業・食品業〔前年▲35.2→▲43.8〕、水産業〔前年 5.3→6.3〕 

          機械工業 〔前年▲14.3→0.0〕、建設業〔前年▲21.4→▲17.6〕 

          観光･ｻｰﾋﾞｽ業・諸業〔前年▲33.3→▲31.3〕 

 

 

 

 

 (2)今期の採算 
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50.0 

31.2 35.7 35.3 
50.0 

36.7 

43.7 

31.3 28.6 

47.1 
31.2 

22.8 
6.3 

37.5 35.7 

17.6 18.8 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・ｻ ﾋーﾞｽ

業・諸業

今期の売上高・生産高（前年同期比）

増加

不変

減少

-47.2 

-48.1 

-43.1 

-62.0 

-37.2 

-34.7 

-39.0 

-44.8 

-34.9 

-44.4 

-37.8

-41.2

-45.7

-33.7

-40.2

-38.7

-56.4

-46.6

-56.3

-42.5

-28.7

-39.3

-33.7
-34.6

-44.4

-25.3
-24.3

-34.9

-45.5

-47.8

-35.2

-36.3

-27.3
-30.0 

-34.5 

-22.5 

-17.0 

-5.6 

7.2 

-1.1 

-12.1 

-21.4 

-19.1 

-15.9 

-11.8 

-20.9 

-23.0 

-11.5 

-33.3 

-36.4 

-36.1 

-22.4 

-21.7 
-21.3 

-4.0 

-35.1 

-20.7 
-19.5 

-27.6 

-20.0 

-20.0 

-11.4 

-70 

-60 

-50 

-40 

-30 

-20 

-10 

0 

10 

採算推移（全業種平均Ｄ・Ｉ）
（黒字－赤字）D･I
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【前年同期比】（2018（H30）年 7月～9月期の水準と比較した今期の採算水準） 

       

 
 

全業種平均で DI値▲11.4〔前年調査時（平成 30年 7～9月期▲19.5）より 8.1ポイント好転〕 

 

［部会別 DI値］    商業・食品業〔前年▲58.8→▲25.0〕、水産業〔前年 26.3→0.0〕 

          機械工業 〔前年▲7.1→▲14.2〕、建設業〔前年▲14.3→0.0〕 

          観光･ｻｰﾋﾞｽ業・諸業〔前年▲44.4→▲18.8〕 

 

 

 

 

(3)今期の資金繰り 

 

 
 

 

 

32.9 
43.7 

25.0 

42.8 

23.5 
31.3 

45.6 
37.5 

50.0 
28.6 

53.0 

56.2 

21.5 18.8 25.0 28.6 23.5 
12.5 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・ｻ ﾋーﾞｽ
業・諸業

今期の採算（前年同期比）

好転

不変

悪化

-39.4 

-33.6 

-25.5 

-46.0 

-17.4 

-27.0 

-24.6 

-21.1 

-16.0 

-28.2 

-29.6 

-32.7 

-32.6 

-22.5 

-28.6 

-19.6 

-39.6 

-26.4 

-27.9 

-17.8 

-28.7 

-22.4 

-17.9 

-13.4 

-26.8 

-18.3 

-11.0 

-26.5 

-21.8 

-24.8 

-22.7 

-20.0 
-19.6 

-24.4 

-18.6 

-10.1 

-13.1 

-6.9 

-2.4 

-3.4 

0.0 

-8.5 

-2.5 

-8.1 

0.0 

-5.7 

-1.4 

1.2 

-20.0 

-15.1 

-23.7 

-12.2 

-15.7 

-17.3 

1.3 

-13.2 

-3.7 

-4.9 

-9.3 

-8.0 

-12.6 

-12.8 

-11.1 

-50 

-40 

-30 

-20 

-10 

0 

10 

資金繰り推移（全業種平均Ｄ・Ｉ）
（好転－悪化）

D･I

前年同期比 



 - 9 - 

 

 

 

【前年同期比】（2018（H30）年 7月～9月期の水準と比較した今期の資金繰り） 

  
 

全業種平均で DI値▲12.8〔前年調査時（平成 30年 7～9月期▲4.9）より 7.9ポイント悪化〕  

   

［部会別 DI値］    商業・食品業〔前年▲29.4→▲31.3〕、水産業〔前年 15.8→▲25.0〕 

          機械工業  〔前年▲7.1→▲15.4〕、建設業〔前年 7.1→17.6〕 

          観光･ｻｰﾋﾞｽ業・諸業〔前年▲11.2→▲12.5〕 

 

 

 

 

 (4)今期の在庫水準 

 

【前年同期比】（2018（H30）年 7月～9月期の水準と比較した今期の在庫水準） 

 

 
 

全業種平均で DI値▲9.7〔前回調査時（平成 30年 7～9月期▲8.3）より 1.4ポイント不足〕 

  ［部会別 DI値］ 商業・食品業〔前年▲5.9→▲6.7〕、水産業〔前年▲10.5→▲12.5〕 

 

 

 

 

 

 

21.8 

37.5 
31.2 

15.4 

5.9 

18.7 

69.2 

56.2 62.5 
84.6 

70.6 

75.0 

9.0 6.3 6.3 0.0 

23.5 

6.3 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・ｻｰﾋﾞｽ

業・諸業

今期の資金繰り（前年同期比）

好転

不変

悪化

25.8 20.0 
31.2 

58.1 66.7 50.0 

16.1 13.3 18.8 

全業種 商業・食品業 水産業

今期の在庫水準（前年同期比）

過大

適正

不足
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 (5)今期の金融機関の貸出姿勢 

 

【前年同期比】（2018（H30）年 7月～9月期の水準と比較した今期の金融機関の貸出対応） 

 

   
全業種平均で 0.0ポイント。商業食品業 0.0、水産業▲6.3、機械工業▲7.7、建設業 0.0、観光

サービス業・諸業 12.5 

 

 

 

 

 

 (6)今期の借入金の金利水準 

 
【前年同期比】（2018（H30）年 7月～9月期の水準と比較した今期の借入金の金利水準） 

 
全業種平均で 0.0。商業食品業 0.0、水産業 0.0、機械工業 0.0、建設業 0.0、観光サービス

諸業 0.0。 

 

 

 

 

 

 

 

6.8 8.3 
18.8 

7.7 
0.0 0.0 

86.4 83.4 68.7 92.3 
100.0 

87.5 

6.8 8.3 12.5 
0.0 0.0 

12.5 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・ｻー ﾋﾞｽ
業・諸業

今期の金融機関の貸出姿勢

緩い

不変

厳しい

2.7 0.0 
6.3 7.7 

0.0 0.0 

94.6 100.0 87.4 84.6 100.0 100.0 

2.7 0.0 
6.3 7.7 

0.0 0.0 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・ｻｰﾋﾞｽ

業・諸業

今期の借入金の金利水準

上昇

不変

低下



 - 11 - 

 

 

 

 (7)設備投資の実施状況 

 

今期の店舗・社屋・工場等への設備投資実施状況について 

 
 

 

 

 

 

 

 

３．来期の見通し 
 

(1)来期の業況見通し 

 

【今期比】（2019（令和元）年 7月～9月期の水準と比較した来期の業況見通し） 

 

  
全業種平均 DI値▲12.6〔今期の業況▲14.1より 1.5 ポイント回復の見通し〕 

 

 

実施した

17.9%

来期実施予定

7.7%

次期未定だが

実施予定

16.7%

実施予定なし

57.7%

設備投資の実施状況

31.6 
43.8 

18.8 

35.7 

17.6 

43.8 

49.4 31.2 

62.4 

50.0 
70.6 

31.2 

19.0 25.0 18.8 14.3 11.8 
25.0 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・ｻｰﾋﾞｽ

業・諸業

次期の業況見通し（今期比）

好転

不変

悪化
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(2)来期の売上高・生産高見通し 

 

【今期比】（2019（令和元）年 7月～9月期の水準と比較した来期の売上高・生産高見通し） 

 

  
全業種平均 DI値▲17.7〔今期の売上高・生産高▲17.9より 0.2ポイント回復の見通し〕 

 

 

 

 

 

 

 (3)来期の資金繰り見通し 

 

【今期比】（2019（令和元）年 7月～9月期の水準と比較した来期の資金繰り見通し） 

 

  
全業種平均 DI値 ▲11.1〔今期の資金繰り▲13.0より 1.9ポイント回復の見通し〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.0 43.7 
31.2 

42.8 

23.5 

50.0 

41.7 
37.5 

50.0 28.6 64.7 
25.0 

20.3 18.8 18.8 
28.6 

11.8 
25.0 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・ｻ ﾋーﾞｽ
業・諸業

次期の売上高・生産高見通し（今期比）

増加

不変

減少

16.7 

33.3 37.5 

7.7 5.9 

25.0 

77.7 

60.0 56.2 

92.3 
88.2 

68.7 

5.6 6.7 6.3 
0.0 5.9 6.3 

全業種 商業・食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・ｻｰﾋﾞｽ
業・諸業

次期の資金繰り見通し（今期比）

好転

不変

悪化
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Ⅲ．各 指 標 
  

 全 体 
商 業 

食品業 
水産業 機械工業 建設業 

観光サービス 

・諸業 

業況判断 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ▲１３．８ ▲３７．５ １８．８ ▲２１．４ ０．０ ▲３１．４ 

来期見通し ▲１２．６ ▲１８．８ ０．０ ▲２１．４ ▲５．９ ▲１８．８ 

売上高・ 

生産高 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ▲１７．７ ▲４３．８ ６．３ ０．０ ▲１７．６ ▲３１．３ 

来期見通し ▲１７．７ ▲２５．０ ▲１２．５ ▲１４．２ ▲１１．８ ▲２５．０ 

在庫 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ▲９．７ ▲６．７ ▲１２．５ ―― ―― ―― 

来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ―― 

採算 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ▲１１．４ ▲２５．０ ０．０ ▲１４．２ ０．０ ▲１８．８ 

来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ―― 

資金繰り 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ▲１２．８ ▲３１．３ ▲２５．０ ▲１５．４ １７．６ ▲１２．５ 

来期見通し ▲１１．１ ▲２６．７ ▲３１．３ ▲７．７ ０．０ ▲１８．８ 

金融機関 

貸出姿勢 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ０．０ ０．０ ▲６．３ ▲７．７ ０．０ １２．５ 

来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ―― 

借入金 

金利水準 

Ｄ・Ｉ 

今期実績 ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ 

来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ―― 

※借入金金利水準 D・I値のプラス値については、借入金利が上昇したと感じた回答が多い時にプ

ラス値で表示されます。 

 

 

 

 

Ⅳ．消費税率の引き上げと軽減税率導入、 

キャッシュレス決済の推進について 
 

 10月 1日から消費税率が 8％から 10％に引き上げられ、これに伴い生活必需品等一部消費税率

を 8％のままとする「軽減税率」が導入され、全業種ともに販売品目や販売状況、工事の契約日

等による税率の違いなど、ありまた、政府が推奨する「キャッシュレス決済」の導入に伴う「ポ

イント還元事業」の推進もあり、小売店や飲食店を中心にその対応に追われているが、紋別市で

は「紋別市商店街連合会」がこれまで発行していた「たまるんカード」を、㈱イオンが発行する

「ＷＡＯＮカード」の機能を一部活用し（一部対応しないカードもある）「紋太ポイントカード」

として同日から運用を開始し、これに伴い、ポイントの取扱店加盟店のエリアを紋別市内全域に

広げたと共に、紋別市も行政ポイントとして 10 月に実施したがん検診でポイントの付与を行い、

受診者の半数超がポイントの獲得されたとの報道もあることから、市民へも徐々に浸透している

事がうかがえます。 

 そこで今回は、依然も調査した内容とも重複しますが、制度開始からおよそ 1 ヶ月が経過した

状況等について調査を行いました。 
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【消費税率引き上げ・軽減税率導入に

伴う混乱】 

 今夏の調査では、「特に混乱や問題は

ない」との回答が 49％と約半数となり

ましたが、「事務作業の増加」と「施品・

商品ごとの税率混乱」を合わせると

31.3%となり、以前の調査でも仕訳等

を含めた事務の煩雑化を懸念する回答

が 34.9%であったことから、実際に運

用され、税率に携わる方の混乱がある

ことが窺えます。 

 これに加え、消費者の購買の機会を

逃さない為に導入した「キャッシュレ

ス決済機器の取り扱い」との回答もあ

り、一度に様々な対応に追われている

状況が窺えます。 

 

 

 

 
 

※下記は前回（2019年第 1四半期時）の調査結果 

今回の調査では、「特になし」が 61.0%と半数

以上となりましたが、その中では「レジのシス

テムのみ入替」や経理に係る「対応ソフトの導入」が多くなり、それに係るソフトのバージョン

アップで対応との回答もありました。 

18

9

5 

1

2

1

12

3

3

1

2

3

9

3

3

2

0

1

6

4

0

1

1

0

47

5

9

10

13

10

1

0

0

0

0

1

3

0

1

0

1

1

全業種

商業・食品業

水産業

機械・工業

建設業

観光サービス業・

諸業

消費税率引き上げ・軽減税率導入に伴う混乱（業種別）

事務作業の増加 経費負担の増加 製品・商品ごとの税率混乱
キャッシュレス決済機器の取り扱い 特に混乱や問題なし その他
無回答

事務作業の

増加

18.8%

経費負担の

増加

12.5%

製品・商品ご

との税率混乱

9.4% キャッシュレ

ス決済機器

の取り扱い
6.3%

特に混乱や

問題なし

49.0%

その他
1.0%

無回答
3.1%

消費税率引き上げ・軽減税率導入に伴う混乱

レジ本体入

替
3.7%レジシステ

ムのみ入替
11.0% 請求書等発

行対応ソフ

ト導入
8.5%

各種セミ

ナー等への

参加
7.3%

その他

4.9%

特になし

61.0%

無回答

3.7%

新しい税率等への対応【全業種】

レジ本体入替
7.1%

レジのシステ

ムのみ入替・

変更
6.0%請求書等の

発行対応会

計ソフト導入
17.9%

各種セミナー

等への参加

13.1%

その他
4.8%

何もしていな

い

47.6%

無回答
3.6%

新しい消費税率等への対応について
【全業種】
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既に対応済

み
23.1%

これから対

応する予定

1.3%

今後検討す

る

5.1%

対応しない

67.9%

無回答

2.6%

キャッシュレス決済への対応状況【全業種】

既に対応

済
15.7%

これから

対応する

予定
4.3%

今後検討

する
25.7%

対応して

いない
54.3%

キャッシュレス決済への対応状況について

【全業種】

※下記は前回（2018年第 4四半期時）の調査結果 

 

 キャッシュレス決済への対応状況については、「対応しない」等回答が前回と比較して 13.6％

増加しましたが、「既に実施済み」との回答が 7.4%伸び、キャッシュレスへの機器の導入や紋別

市の新たな「紋太ポイントカード」も含めて対応を取捨選択し、前回「今後検討する」と回答し

た方がそれぞれ分かれ結果となりました。業種別にみると、商業・食品業、観光サービス業・諸

業が「対応済み」との回答が多く、「対応しない」との回答は、水産業、機械工業、建設業と一般

消費者との関りが比較的少ない業務が多くなる業種で多くなっています。 

 

 
※下記は前回（2019年第 1四半期時）の調査結果 

 

 様々な諸経費の

増加から、値上げ

に踏み切ったとの

回答は前回よりも

12%増加、「値上げ

しなかった」との

回答は 36.6%の増

加なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10月 1日以降の消費動向について、71.8%と

多くが「前月とあまり変わらない」と回答して

いますが、23.1%が「消費が落ち込んだ」と回

答しており、特に、商業食品業が他の業種と比

較して多くなりました。 

 

 

 

 当所としましては、今後も消費税のフォロー

アップセミナーの開催や確定申告・決算指導に

向けた日々の帳簿の仕訳等、事業者の皆様のサ

ポートに努めてまいります。 

 

値上げした
29.5%

値上げしな

かった

65.4%

無回答

5.1%

消費税率引き上げに伴う商品・サービスの値上げ

【全業種】

消費が増加

した

1.3%

消費が落ち

込んだ
23.1%

前月とあま

り変わらな

い
71.8%

無回答
3.8%

消費動向の変化 【全業種】

既に値上げ

した

2.5%

これから値

上げ予定

17.5%

検討中

46.3%

値上げしな

い
28.8%

無回答

5.0%

消費税率引き上げに伴う商品・サービスの値上げ

【全業種】


